
感謝状

大竹逆茂先生
あなたは拙著「トキジイと太郎杉」が

出版されや香や超人気ブログ「江戸東

京野鼠通信」に取り上げてくださり、

大きな反響をいただきました。

すでに大竹先生のご指導により私が書

き上げた品川藻の藷、現在執筆中の「お

稲の都留芋」の藷を皮切りに江戸東京

野鼠にまつわる小説を書いて参ります

ので、今後ともよろしくお願い申し上

げます。

平成28年9月15日

仲秋の名月
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原画がどこに展示

しているのかわか

らず、とりあえず児
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申コート醍
靂志′‡紬摘勅を
諺如ぶさな札庵醜貌ふ

烏軌にそびえる臓塵の衰皇軍。

き払耕運を巌うために、裏諺学

盛か噂か舶ざるべきか－。▲奉

j鎚にすむト手のトキジイと、呆逓

かなの肋崩を爵いた羞紆トキジ

ィと避軌蓬韓適適量
厳粛渥勘＝運よ芸が姦遥遠

劫姦廃材です£鼠たちにめぐみを

誓純悉魂と、どうつき姦うのかも

童書を売っている8階にエレベーターで上がった。

トキジイと太郎杉

1－－・・－・

竃

迄

昔
は
日
本
の
あ
ち
こ
ち
で
み
ら

れ
た
鳥
の
ト
キ
と
人
間
の
麓

を
、
キ
静
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
交

え
て
隠
い
た
恥
部
で
す
¢

血
筋
鼎
の
晩
学
賊
部
材
に
は

榔
齢
千
年
の
む
瞥
太
郎
横
が
あ

り
、
村
人
た
ち
に
軒
さ
れ
て
い
る

ト
キ
の
「
ト
キ
ジ
イ
」
が
す
ん
で

い
ま
す
。
村
に
む
む
女
の
子
「
ひ

な
」
は
、
架
鮮
で
肘
掛
が
常
た

す
鮎
し
い
村
を
蓼
つ
た
め
、
山
の

向
こ
う
の
川
か
ら
水
を
引
こ
う
と

ト
ン
ネ
ル
掛
り
を
思
い
つ
き
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
た
く
さ

ん
の
お
金
が
砦
で
す
。
ひ
な
は

倦
み
ま
す
が
、
撃
盃
杉
を
切

鳥
と
人
間
の
交
流
措
く

り
離
し
、
売
っ
た
お
金
で
ト
ン
ネ

ル
噌
ソ
は
響
。
葦
す
み
か

を
失
っ
た
ト
キ
ジ
イ
は
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
の
か
。

ト
キ
は
日
本
で
は
鮮
排
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
今
は
中
国
か
ら

賢
れ
た
つ
が
い
か
ら
農
轟

け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ト
キ
に
思

い
を
は
せ
ら
れ
る
蒜
で
す
。

宰
宗
森
、
絵
轟
巌
、

紛
蛮
鮎
嘩
露
千
三
百
円
）



「キジイと太郎杉」マスコミ・書店・映画祭

きりゆう映画祭　9月11日

信濃町・博文堂書店＝現在

魚▼一恵√▼～▼　▼　▼　▼　橘絹プラり

聖教新聞5月28日号

苧馴蓉馴展墓聯

池袋・ジュンク堂　5月の池袋モンパルナスにて

菱

羊

　

　

　

　

慮

「
ト
キ
ジ
イ
と
太
∬
彰
」

碧
相
人
に
い

畿
藩
絵
本
冒
キ
ジ
イ
嘉
郎

牒
粁
鞄
針
が
鮎
謂
川

4
円
）
嚢
犬
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

富
治
昏
山
形
貴
戯
評

の
旧
・
檜
口
村
。
川
が
な
い
島
村

で
は
水
が
不
定
し
、
村
中
の
人
々
が

川
ま
で
水
を
く
み
に
管
＼
大
著
日

々
を
過
ご
し
て
い
た
。

あ
る
日
、
村
に
住
む
義
少
女

・
ひ
な
は
、
〝
高
炉
轟
l
ば
れ

る
、
鯉
叩
1
0
0
0
年
の
大
一
－
な
彰

の
未
に
住
む
、
ト
キ
の
ト
キ
ジ
イ
と

姑
を
す
る
。
村
に
川
里
爪
等
引
く
考

蔓
っ
て
、
ひ
な
は
短
期
に
移

白
厨
臥
」
感
F
〉

紬
帖
r
小
…
打
ト
い
…
九

七
蒜
・
畠
0
7
0
要
細

井
粛
r
ト
キ
ジ
イ
と
太
郎
髪

夏
卜
係
ま
で
駄
葛
蕾
切

り
嘩
′
貫
4
日
（
土
）
当
畠
印

眉

智

東

買

袈

去

声

の
考
当
軍
曹
の
藷
華
は
葦

苦
り
有
え
る
。

－
奄
厨
司
の
出
題
頁
が
ジ
ュ
ン

ク
さ
層
雲
点
差
扁
量

区
旗
澤
2
の
1
5
の
5
）
で
8
月
l

眉
審
瘡
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

長

官

薩

芸

票

誓

房

等
の
8
の
劫
の
1
9
U
）
で

裏
目
（
木
）
か
ら
細
日
吉
）

藍
農
『闊

且
叩
間
な
ど
膵
栂
は
、
「
響

絹
工
轟
－
打

力

子

守

凛

墾
石
世
帯
手
蔓
J
t

熱

嘗

）

8

亀

9
9
9
寧
日
の
み
）
。
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1

－
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－
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▼

，

▲

1

－

－

－

一

彗
畳
屋
三
斉
、
1
4
0
4

白
雪
曹
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

する。句
中
、
蓄
丁
蓋
き
れ
塁
露

草
の
2
0
1
息
7
月
－
畠
翠

絹
銅
鍼
甑
紺

色
併
一
軍
紡
壷
し

て
い
る
。蜜

し

、

最

、朴f
♯
償
書
義

等
菅
又
に

昔
、
人
面
市
町
村
登

竜
し
た
謡
薪
7
ケ
タ
析

る
8
品
サ
イ
ズ
。

妾
は
、
は
が
き
に
¢
窪
川

書

年

等

重

し
、
－
晋
7
0
薫

杜
若
r
寮
7
ケ
タ
睾

扁
－
プ
レ
ゼ
ン
ト
曹
毒

寄
嘆
き
7
日
（
為
翁

島

宥

和

V

萱

、

葺

に

毒

葦

蔓
も
っ
て
代
毒

問

い

曇

1

t

零

0
3
（
曇
）
隻
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『
ト
キ
ジ
イ
と
太
郎
杉
』
　
千
年
太
郎
著
早
田
優
絵

物
語
の
舞
台
は
、
明
治
時
代
の
樽
口

に
し
お
き
た
t
t
－
そ
ん

村
（
現
在
の
山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
樽

口
）
。
わ
ず
か
十
軒
は
ど
の
小
さ
な
村

は
山
奥
に
あ
り
、
低
い
所
を
流
れ
る
川

の
水
を
田
ん
ぼ
の
中
へ
と
引
く
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
村
の
人
々
は
、

い
つ
も
総
出
で
重
労
働
の
永
く
み
に
汗

を
流
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど

の
苦
心
を
重
ね
て
も
常
に
日
照
り
に
よ

る
凶
作
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
つ
ら
い

暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

主
人
公
の
「
ひ
な
」
は
7
歳
の
女
の

子
。
毎
日
、
永
く
み
に
励
み
な
が
ら
、

皆
が
豊
か
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
方
法
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
あ
る
日
、
ひ

ち

よ

う

じ

ゆ

　

　

そ

う

め

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

　

重

な
は
、
長
寿
で
聡
明
な
老
い
た
朱
鷺
の

「
ト
キ
ジ
イ
」
に
出
会
う
。
人
の
言
葉

を
理
解
す
眉
ト
キ
ジ
イ
は
、
ひ
な
に
村

を
救
う
智
慧
を
授
け
る
。
す
な
わ
ち
村

の
裏
側
に
そ
び
え
る
山
に
ず
い
道
（
ト

ン
ネ
ル
）
を
掘
り
、
濯
漑
用
水
路
を
し

い
て
、
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
　
「
日
藤

沢
」
か
ら
水
を
引
い
て
く
る
大
計
画
だ
。

村
を
救
う
た
め
家
を
出
た
ひ
な
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
の
未
に
金
は
り
職

人
（
鉱
山
技
師
）
と
出
会
い
、
や
が
て

樽
口
村
へ
と
戻
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
、

ず
い
道
を
掘
る
に
は
8
0
0
円
（
現
在

の
価
値
で
約
1
6
0
0
万
円
）
も
の
費

用
が
か
か
る
。
村
の
人
々
に
は
、
と
て

も
そ
ん
な
大
金
は
出
せ
な
い
。
唯
一
の

方
法
は
、
樹
齢
千
年
に
及
ぶ
「
太
郎
杉
」

を
切
り
倒
し
て
お
金
に
か
え
る
方
法
だ

った。

さ
て
、
村
を
救
う
た
め
、
村
民
の
誇

り
で
あ
り
、
動
物
た
ち
の
憩
い
の
場
で

も
あ
る
太
郎
杉
を
切
っ
て
よ
い
も
の
か

ど
う
か
　
－
。

史
実
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
創
作
童
話

に
は
、
樟
口
出
身
の
著
者
の
郷
土
愛
が

み
ず
み
ず
し
く
息
づ
い
て
い
て
、
作
品

の
中
へ
自
然
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。

ま
た
、
ひ
な
の
健
気
ぎ
ゃ
村
人
た
ち
の

助
け
合
い
の
心
な
ど
、
本
来
だ
れ
も
が

持
っ
て
い
る
人
間
の
強
さ
や
心
の
美
し

き
と
い
っ
た
精
神
的
価
値
が
、
し
っ
か

り
作
品
の
中
に
措
か
れ
て
い
る
こ
と
に

も
心
を
打
た
れ
る
。
さ
ら
に
、
ぬ
く
も

り
を
感
じ
さ
せ
る
イ
ラ
ス
ト
も
魅
力
的

だ
。
子
ど
も
の
感
受
性
を
育
む
き
っ
か

け
と
な
る
一
書
で
あ
る
。
　
　
　
拶


